
 

 

ワークを獲得できていた。適切な事前学習の枠組が

奏功したものと言える。また、受講者自身の採用後

における不登校児童生徒の支援や、最適な学びの場

を子ども・保護者とともに検討する連携のあり方を

イメージした考察がみられた。この点については、

フォローアップとしての事後学習により、理解を具

体化して示したことで、支援先現場の理解がさらに

促進され、子どもの視点を尊重しながら連携するこ

との必要性への理解が促進されていた。さらに、訪

問先職員との互恵的な学びの深まりも報告された。 

考 察

本稿では、選択授業「教育連携フィールドワーク」

で教育支援センターを訪問先として準備・実施・フ

ォローアップを行った学びのプロセスにおける、学

部卒教員の学びに着目し、自己評価やリフレクショ

ンの分析から、教育実践力向上への効果を検討した。 
その結果、事前学習・事前レクチャーからは学び

の焦点化と訪問調査における備え、また訪問調査か

らは、現場での支援を想定した熟慮された質問、事

後学習からは、より包括的な視点で不登校児童生徒

との関わりを捉えた記述が多くみられた。 
不登校児童生徒の支援については、多くの施策が

示されてきた（例えば、文部科学省，2003・2010）。
「チーム学校」における多職種協働は、不登校児童

生徒の支援の基本的方針とされ(文部科学省，2015)、
常勤化に向かうスクールカウンセラーやスクール

ソーシャルワーカーなどの対人援助職との協働は、

教員にとって必須のことと言える。 
加えて、社会の変化が急速ななか、従来の教員自

身も、養成・採用・研修の一体化が謳われ(牛渡，

2016)、様々なキャリアステージにおいて、「どのよ

うな教員になるか」を問われる。そうした状況から、

学校現場での経験が少ない若年層教員が、現場で役

立つ教育資源に関する学びを深めることができる

フィールドワークは、貴重な学びの機会と言える。

多様なキャリアステージの教員

からなる組織が、総体として、

各々の強みを生かした教育活動

を推進するには、教員養成段階で、

現場での自分の姿を想定した具

体的な学びは有効であろう。 
さらに、新型コロナウイルス感

染症の影響下での不登校生徒へ

の対応は、喫緊の課題である（児

玉，2020）。そこでは、専門職との

協働と共に、ICT 等を活用した支

援も有効である。若年層教員はこ

うした今日的アプローチに長けていることが多く、

貴重な資源である。本稿で取り上げたようなフィー

ルドワークを経た教員の学びと、こうした多面的な

支援の調整がなされることにより支援が機能する。

中堅教員を中核に、よりよい児童生徒支援に向け、

相互に協働する方途を検討することも重要である。 
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特別支援教育のニーズの高まりとともに,全国的に小学校や中学校の特別支援学級を利用す

る児童生徒は急速に増加し,それに伴って特別支援学級の学級数も増加している。半面,専門性

のある人材の育成は追いつかず課題となっている。本稿では,福岡教育大学教職大学院の「学校

における実習」である附属福岡中学校特別支援学級における「特別支援教育実践実習」につい

て,令和 3 年度の目的と実施内容を記述する。また,実施の具体と工夫について記述する。その

うえで,実習生の振り返りの分析,実習指導教員の振り返りをもとに,成果と課題を分析し,今後

の改善の方向性について考察を行った。 
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１ 問題と目的

１ 特別支援教育の人材育成の課題

文部科学省初等中等教育局特別支援教育課は

発達障害等のある子供達の学びを支えるー共生に

向けた「学び」の質の向上プランーの中で 以下の

ような特別支援教育の現状を指摘している。

まず義務教育段階の児童生徒は 年間で ％減

少しているが 特別支援教育を受ける児童数は増

加し 通級指導を受ける児童生徒数 特別支援学級

の在籍する児童生徒数は その間それぞれ

倍 倍となっている。

このような状況から 必ずしも特別支援教育の

専門性が十分でない教員が 特別支援教育を担当

せざるを得ない状況が生じている。急速な特別支

援教育対象者の増加に 専門性の高い人材の育成

が追いついていない現状がある。

このような現状に対して 文部科学省は 通級に

おける指導方法のガイドブックの作成 「家庭・教

育・福祉の連携」の推進 教師の特別支援教育に関

する専門性を高めるための仕組みの検討を行って

いる段階である。さらに我が国では 特別支援学校

教諭免許状はあるが 特別支援学級の担当には 免

許も資格も必要がなく 制度やシステムとしても

質を保つ点で課題が残っている。
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また 特別支援教育を担うことができる専門性

のある教員をどのように地域でも育成していくか

は 教育委員会や教員養成大学が 取り組むべき喫

緊の課題と考える。

２ 教職大学院のカリキュラムの概要

教職大学院は 高度専門職業人養成としての教

員養成に特化した専門職大学院である。研究を深

めることが中心の従来の大学院に比較し 理論と

実践の往還が求められる。

福岡教育大学教職大学院は 特別支援教育に関

して理解ある教員の必要性を重視し 平成 年の

開設当初より 小学校・中学校の特別支援教育につ

いて 学部卒業の院生と現職派遣の院生がともに

共通科目で学ぶことができるカリキュラムを提供

してきた。さらに生徒指導・教育相談・特別支援

教育・キャリア教育の専門性を高める生徒指導・

教育相談リーダーコースでは 現職教員が児童生

徒理解や通常の学級での特別な教育的ニーズのあ

る児童生徒の適応を支援できる力量形成のために

附属小学校・中学校の特別支援学級と協力し実習

を継続してきた。

令和 年福岡教育大学教職大学院は 改組によ

り拡充された。定員も増え 学部卒業生を主対象と

した教育実践力開発コースと現職教員を中心とす

るスクールリーダーシップ開発コースの コース

に分かれたが 特別支援教育に関しては共通科目

科目が継続されている。また附属小学校・中学

校の特別支援学級と協力し実施している「特別支

援教育実践実習」は スクールリーダーシップ開発

コースの プログラムのうち つのプログラムで

ある学校適応支援リーダープログラム・特別支援

教育推進コーディネータープログラムで 必修の

実習として位置づけられている。

特別支援教育に関わる質の高い人材育成への対

応として教職大学院のカリキュラム全体で特別支

援教育が重視されている。さらに児童生徒を理解

するために重要な 生徒指導・教育相談・キャリア

教育・特別支援教育を実践的にも理解した上で学

校をリードできる人材には「特別支援教育実践実

習」に加え カウンセリング・アセスメント・校内

組織やシステム改善の実習を 年間かけて実習を

通じて理論と実践を往還するプログラム構成とし

ている。

３ 報告の目的 
本報告では,福岡教育大学教職大学院の「学校に

おける実習」として開講されている附属福岡中学

校特別支援学級における「特別支援教育実践実習」

について,令和 3 年度の目的と実施内容を記述す

る。さらに実際に指導を担当した附属中学校教員

から,附属学校特別支援学級での実習の実施の具

体と工夫について,教職大学院の担当教員は,実習

生の振り返りの分析し,実習指導の振り返りをも

とに,本実習の成果と課題を整理する。そのうえで,
今後の改善の方向性を明らかにする。 

２ 「特別支援教育実践実習」の概要

（１） 教育課程での位置づけと実習の狙い

「特別支援教育実践実習」は 教職大学院における

「学校における実習」に位置づけられる。教員免

許状取得のために主に学部段階でおこなわれる教

育実習と異なり さらに高度な教育実践力の向上

をめざした実習が重視され，教職大学院では．「学

校における実習」として必修化されている（中央

教育審議会， 。

本実習は本学教職大学院設立時には 現職教員

である院生と学部卒院生と合同のカップリング型

の実習である「学校適応アセスメント実習」前半

の 週 週 日 で実施していた（弘松・納富・西

山・小泉 。これを カリキュラム改善に伴い

現職教員向けに修正変更した実習である。

令和 年度受講院生は スクールリーダシップ開

発コースの学校適応支援リーダープログラム・特

別支援教育推進コーディネータープログラムの現

職教員である院生 名のうち 名が附属福岡中学

校で実習を行った。学校適応支援リーダープログ

ラムのプログラム目標は 校内の生徒指導・教育相

談・キャリア教育・特別支援教育の学校適応状況

を俯瞰し，個別の課題への対応と体制作りに向け

た組織的取組を推進する専門的力量の育成を目指

すことである。一方特別支援教育推進コーディネ

ータープログラムの目標は 特別支援教育を推進

する地域のリーダーとなり，通級指導教室や特別

支援学級での指導等にも対応できる力量形成を目

指すことである。両プログラムともに 児童生徒法

海と支援をもとに適応を改善していくことには共

通点がある。実習受講者はこの プログラム６名

の現職派遣院生であった。

また，受講者はプログラム別ではなく，学校籍

別に附属小中学校特別支援学級で実習を行った。

「特別支援教育実践実習」は 大きく つの狙い

がある。まず「個に応じた教育実践を特別支援学

級の 活動を通じて理解すること」 それをもと

に「特別な教育的ニーズのある児童生徒の実態を
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談・キャリア教育・特別支援教育の学校適応状況

を俯瞰し，個別の課題への対応と体制作りに向け

た組織的取組を推進する専門的力量の育成を目指

すことである。一方特別支援教育推進コーディネ

ータープログラムの目標は 特別支援教育を推進

する地域のリーダーとなり，通級指導教室や特別

支援学級での指導等にも対応できる力量形成を目

指すことである。両プログラムともに 児童生徒法

海と支援をもとに適応を改善していくことには共

通点がある。実習受講者はこの プログラム６名

の現職派遣院生であった。

また，受講者はプログラム別ではなく，学校籍

別に附属小中学校特別支援学級で実習を行った。

「特別支援教育実践実習」は 大きく つの狙い

がある。まず「個に応じた教育実践を特別支援学

級の 活動を通じて理解すること」 それをもと

に「特別な教育的ニーズのある児童生徒の実態を

把握し 個別の教育支援計画や指導計画を理解し

実践につなげることができること」である。実際

に 特別支援学級の授業づくりを として補助

し 児童生徒の個別情報の整理 個別の指導計画の

作成を行い 実習の最後には授業主担当としての

授業づくりを行う。

具体的な活動として つの具体的活動が準備

されていた。具体的には ①対象児童生徒を明らか

にした実態把握,②個別課題と指導の方向性を明

確にする個別の指導計画の作成,③個別の指導計

画をふまえた学習指導案の作成,④担当実習学級

における授業研究,⑤該学校種における特別支援

学級担任の授業観察（TT 支援）,⑥対象児童生徒

外の特別支援学級児童生徒との生活体験をもとに

した障害理解⑦児童生徒生活支援による日常的な

特別支援学級経営の観察⑧担当指導教員（附属学

校）及び大学教員によるスーパーバイズである。 
 
（２） 令和３年度附属中学校特別支援学級実習

の概要

令和３年度の実習の流れを以下に示す。

期間 令和３年６月～９月 全８日間

実習生 公立中学校教員の院生 名（学校適応支

援リーダープログラム 名・特別支援教育推進コ

ーディネータープログラム 名）

１）オリエンテーション：教職大学院担当教員が

実習前に大学にてオリエンテーションを行った。

その内容は 実習の目的や実習内容について シラ

バスと実習の手引きをもとに情報共有を行い実習

の準備を進めた。その際に 附属中学校との連絡調

整や院生との連絡の円滑化のために

を活用した。このことにより 各院生と

附属の指導教員との個別の連絡が容易になった。

実習への見通しと自己課題を明らかにするために

事前「個別の学習計画」と実習の自己の実習を遂

行する力量に関する事前評価を依頼した。

２）附属中学校特別支援学級での実習：

１日目（６月第２土曜日）「教育研究発表会への参

加」実習校の教育研究発表会に参加し 附属指導教

員との顔合わせと特別支援学級全体と対象児の紹

介が行われた。

２日目（８月末）「対象生徒の実態把握および授業

構想審議」：個別の指導計画策定のため 実習生は

終日に渡り対象生徒の様相を観察し 実態を把握

できるように特別支援教育主任より情報提供が行

われた。また 附属実習担当教員と実習生間での打

合せを実施。

３日目～８日目 ６日間（９月上旬）：詳細な日程

やオリエンテーションの内容については資料①②

③に示す。「６日間の連続実習」では 生徒２～４

名程度の教科グループを特別編成し 計４時間の

グループ授業を実施。４時間分の小単元授業を実

施するにあたり 実習校職員による 示範授業を参

観した。グループ授業終了後は 担当職員間で協議

会を毎回設け 次時への確認を行った。グループ授

業の最終回を査定授業として位置づけ 可能な限

り多くの関係者で授業を参観し 授業整理会を設

け実習の総括とした。

３ 成果と課題

（１）附属特別支援学級主任の振り返り

実習生にとって 特別支援学級での授業経験が

特別支援教育を捉え直す契機となること ユニバ

ーサルデザインに基づいた授業設計や個に応じた

支援や配慮の在り方などは 通常学級においても

十分般化できるものであること。この経験をもと

に８日間の本実習の経験が今後の教職人生におい

て新たな発見や活きて働く力になることが期待で

きる。さらに 附属の実習担当教員として 教職大

学院の現職教員である実習生との関わりは 学び

が多く 共に特別支援教育を見つめ直す貴重な機

会となった。

（２）実習生の実習後振り返り 抜粋要約

実習生のとらえ他本実習の学びを実習後のレポ

ートから抜粋した。

学校適応支援リーダーコース

院生 特別支援学級担任の経験あり

個々の苦手に対応する細やかな手だてを ２と

して授業に関わる中で指導教員から学ぶことがで

きた。アセスメントの難しさと 適切な手だての重

要性 個に応じた指導方法の工夫について深く学

ぶことができた。

目に見えない音のような抽象概念を学び 日常

生活に活かせるように また 話の流れから相手の

意図を正確に理解し 適切な応答ができるように

との願いをもち 理科の音の実験を行った。

生徒が自立や社会参加に向けて生きていくため

に必要な 一人ひとりに応じた適切な手だての重

要性と必要性を学んだ。さらに 支援は必要が無く

なってくれば 少しずつ外していって やがて自ら

の力で成すことができるように見守ることの大切

さの視点を新たに知ることができた。

附属の先生方の授業力・研究力・指導力を学び

自分の教師としての力量を高めるため 常に学ぶ
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意識をもち 実り有る実習を行うことが出来た。

として授業実践を行うことによって 個に応じ

た生徒への接し方 生徒への声かけ 生徒への的確

な指示の具体を指導教員にフィードバックしてい

ただくことによって さらに深めることが出来た。

どの生徒も問題意識をもって意欲的に課題に取り

組み 自らの考えを深めることが出来た。

院生 特別支援学担任の経験なし

素直な生徒の姿に授業を楽しみにしていた。外

国の来校者を案内するという状況を想定しグルー

プ 人の特性を考えて授業づくりをおこなった。

しかし 今まで実践していた授業づくりはいった

いな何だったのか と思うくらい生徒の実態把握

の甘さに気づかされた実習だった。

見取りが甘く生徒を退屈させてしまったことを

反省し 個別の支援計画を参考にさらに対象生徒

を注意深く観察した。特性は理解できたが 次には

どのような手立てで授業ができるか時間をかけて

考えた。教授や指導教官にアドバイスを頂いて 視

覚的な手だてやスモールステップ手立てを講ずる

ことができた。

対象児は記憶が良く 道案内の題材は難しくな

いと判断していたが 発音練習だけでは 眠ってし

まった。さらに指導教員の助言を得て 方向に関し

て視覚手がかりや体の動きを入れることにした。

ポケトーク デジタル翻訳機 も活用し 対象児と

の距離が縮まり話かけられるようになった。授業

で生徒が変わると感じた瞬間であった。

院生 特別支援学級の担任経験あり

事前観察では 対象生徒は良くうなずきながら

先生の話を聞いていた。実習がはじまると 教師の

質問に対して的外れな回答をする姿 ずれはある

が自分で考えるところは見られた。集中して話を

聞いているとき 気になる音や物があると そちら

の集中が向いてしまう。話を聞きながら書く作業

は難しいことがみられた。「聞く」という行動に特

性が見られたので それが表れる場面や前後の流

れなど注意深く観察することがニーズの把握につ

ながると考えた。

授業では題材を「 と私たちの衣生活」とし

た。生徒は ｓが 社会の既習事項であったので

意味を説明できた。授業の中で配られた部分でな

いところを読むことや 読み続けて次の資料に移

れないことが見られた。「興味があることには集中

し 没頭する」という傾向が見られた。

査定授業では 期待する姿を 「不要になった衣

服を捨てずに再利用・再使用・作り替える等する

ことが ｓの「使う責任」の目標を達成するこ

との一助になることを理解にする」とした。授業

目標は 指示されたら 次の行動にスムーズの移す

ことができるようになる」とした。

授業中の手立てとして 授業に使う物を 個人の

かごにひとまとめにし 使う物だけを出させるこ

とにした。気になることが考えられたので 指示の

前に確認をさせた。そのことで作業の説明を聞く

ことができ 手順カードを先に確認させると 集中

して作業に取り組むことができた。授業のまとめ

では「私はこれから 自分の生活の中で 着られな

くなった服をリサイクルしたりリメイクしたりし

ようと思った。」と期待する姿を達成できた。

今後の改善点と活用として 教材の視覚化や

「実態を把握した上で どの単元で どのような目

標を持って どのような活動で 何をどのように学

ばせるか そこにどのような支援をするか」が大切

であることを学んだ。今回の授業において「生徒

の実態を把握する」とはどのようなことか。又実

態を踏まえた作業をさせることの難しさ 主体的

な学びを促す授業作りとはどのようなことか学ん

だ。この学びや助言いただいたことを これから出

会う生徒のために生かしていきたい。

特別支援教育推進コーディネータ―プログラム

院生 特別支援学級の担任経験なし

対象生徒は事前観察から 心が不安定になると

思ったことをすぐに不適切な言葉にしてしまう場

面が見られた。注意が刺激によってそれやすく 手

先の不器用さによって 文字の形が整わなかった

り 枠内に文字を書くことが難しかった。初めて行

う活動や難しいことには取りかかるのに時間がか

かった。また身体イメージが弱いことが分かった。

逆に興味・関心があるものに関しては 積極的に活

動する場面も多く見られた。私は 君のニーズは

心の安定を保ったままで最後まで粘り強く学習で

きるようになることととらえ 達成する経験をた

くさんさせることだと思った。

授業は 運動に関する実態をつかむために 身近

な物を使っての体ほぐし運動・からだつくり運動

に取りくんだ。共通して取り組んだのは リズムジ

ャンプトレーニングであり 初めて行う活動だっ

たので不安もあったが 君が楽しそうに跳ぶ姿が

印象的だった。活動は 君の頑張りで楽しく行え

たが 私の指示の出し方や教具の提示のタイミン

グなどに課題があり生徒を戸惑わせた。シンプル・

クリア・ビジュアルの重要性を身をもって学んだ。
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意識をもち 実り有る実習を行うことが出来た。

として授業実践を行うことによって 個に応じ

た生徒への接し方 生徒への声かけ 生徒への的確

な指示の具体を指導教員にフィードバックしてい

ただくことによって さらに深めることが出来た。

どの生徒も問題意識をもって意欲的に課題に取り

組み 自らの考えを深めることが出来た。

院生 特別支援学担任の経験なし

素直な生徒の姿に授業を楽しみにしていた。外

国の来校者を案内するという状況を想定しグルー

プ 人の特性を考えて授業づくりをおこなった。

しかし 今まで実践していた授業づくりはいった

いな何だったのか と思うくらい生徒の実態把握

の甘さに気づかされた実習だった。

見取りが甘く生徒を退屈させてしまったことを

反省し 個別の支援計画を参考にさらに対象生徒

を注意深く観察した。特性は理解できたが 次には

どのような手立てで授業ができるか時間をかけて

考えた。教授や指導教官にアドバイスを頂いて 視

覚的な手だてやスモールステップ手立てを講ずる

ことができた。

対象児は記憶が良く 道案内の題材は難しくな

いと判断していたが 発音練習だけでは 眠ってし

まった。さらに指導教員の助言を得て 方向に関し

て視覚手がかりや体の動きを入れることにした。

ポケトーク デジタル翻訳機 も活用し 対象児と

の距離が縮まり話かけられるようになった。授業

で生徒が変わると感じた瞬間であった。

院生 特別支援学級の担任経験あり

事前観察では 対象生徒は良くうなずきながら

先生の話を聞いていた。実習がはじまると 教師の

質問に対して的外れな回答をする姿 ずれはある

が自分で考えるところは見られた。集中して話を

聞いているとき 気になる音や物があると そちら

の集中が向いてしまう。話を聞きながら書く作業

は難しいことがみられた。「聞く」という行動に特

性が見られたので それが表れる場面や前後の流

れなど注意深く観察することがニーズの把握につ

ながると考えた。

授業では題材を「 と私たちの衣生活」とし

た。生徒は ｓが 社会の既習事項であったので

意味を説明できた。授業の中で配られた部分でな

いところを読むことや 読み続けて次の資料に移

れないことが見られた。「興味があることには集中

し 没頭する」という傾向が見られた。

査定授業では 期待する姿を 「不要になった衣

服を捨てずに再利用・再使用・作り替える等する

ことが ｓの「使う責任」の目標を達成するこ

との一助になることを理解にする」とした。授業

目標は 指示されたら 次の行動にスムーズの移す

ことができるようになる」とした。

授業中の手立てとして 授業に使う物を 個人の

かごにひとまとめにし 使う物だけを出させるこ

とにした。気になることが考えられたので 指示の

前に確認をさせた。そのことで作業の説明を聞く

ことができ 手順カードを先に確認させると 集中

して作業に取り組むことができた。授業のまとめ

では「私はこれから 自分の生活の中で 着られな

くなった服をリサイクルしたりリメイクしたりし

ようと思った。」と期待する姿を達成できた。

今後の改善点と活用として 教材の視覚化や

「実態を把握した上で どの単元で どのような目

標を持って どのような活動で 何をどのように学

ばせるか そこにどのような支援をするか」が大切

であることを学んだ。今回の授業において「生徒

の実態を把握する」とはどのようなことか。又実

態を踏まえた作業をさせることの難しさ 主体的

な学びを促す授業作りとはどのようなことか学ん

だ。この学びや助言いただいたことを これから出

会う生徒のために生かしていきたい。

特別支援教育推進コーディネータ―プログラム

院生 特別支援学級の担任経験なし

対象生徒は事前観察から 心が不安定になると

思ったことをすぐに不適切な言葉にしてしまう場

面が見られた。注意が刺激によってそれやすく 手

先の不器用さによって 文字の形が整わなかった

り 枠内に文字を書くことが難しかった。初めて行

う活動や難しいことには取りかかるのに時間がか

かった。また身体イメージが弱いことが分かった。

逆に興味・関心があるものに関しては 積極的に活

動する場面も多く見られた。私は 君のニーズは

心の安定を保ったままで最後まで粘り強く学習で

きるようになることととらえ 達成する経験をた

くさんさせることだと思った。

授業は 運動に関する実態をつかむために 身近

な物を使っての体ほぐし運動・からだつくり運動

に取りくんだ。共通して取り組んだのは リズムジ

ャンプトレーニングであり 初めて行う活動だっ

たので不安もあったが 君が楽しそうに跳ぶ姿が

印象的だった。活動は 君の頑張りで楽しく行え

たが 私の指示の出し方や教具の提示のタイミン

グなどに課題があり生徒を戸惑わせた。シンプル・

クリア・ビジュアルの重要性を身をもって学んだ。

授業の反省会では 授業構成の面でご指摘を頂い

た。授業作りで引っかかっていた「何のために」

という部分が 自分の中で明確になっていなかっ

たのだと思った。

今回の実習において 実態把握の重要性と実態

を把握した上で どのような支援で どのようなね

らいで どのような活動を行わせるのかを考え そ

の難しさを学んだ。実習で学んだことを自分自身

で生かしていくことはもちろん 同僚の先生方に

も広げていきたい。

（３）大学院担当教員の振り返りから

これまで実習を継続してきた大学院教員のとらえ

た成果と課題

実務家教員 （特別活動・学級経営）

本実習の成果は，両プログラム院生が授業改善

の視点を体験的に学ぶと言うことである。院生は

実習の中で，障害のある生徒に自分の専門教科で

授業をするとき，まず「子供たち一人一人は，こ

の教材をどう学ぶだろうか」と考えたと思う。こ

れまでは「この学級の子供たちにこの教材をどう

教えるか」と考えたかもしれないが，それでは授

業は成立しないことを実習で学ぶ。学校適応や特

別支援教育のリーダーとして現場に帰った時，実

習で学んだ授業構想の視点を若年層教員に伝えて

いくだろうと期待する。

研究者教員 （学校教育学・教育相談）

本実習は 院生にとって 大学院で初めての

専門領域に特化した実習となる。院生は個を理解

することや その難しさに向き合う。学級集団を

指導してきた中堅教員には 初めての経験となる

かもしれない。彼らは 生徒に学びが起きるため

に どのような視点や手立てがあるか 授業観察

から学ぶ。そして 本実習で院生自身が行う授業

づくりでの試行錯誤は これまでの自身の教育活

動を異なる角度からとらえ直す機会となり得る。

加えて 小学校と同じ施設での実習であるため

初等教育での特別支援教育との差異にも気づく機

会がある 恵まれた環境と言える。そうした学び

の機会を豊かに活用できるよう 指導を行いたい

研究者教員（学校心理学・生徒指導）

通常の学級では，学習指導の目標と内容がすで

に定められており，それをいかに効果的に指導

するかが中心である。しかし，本実習ではその目

標と内容を自ら設定しなければならず，そのた

めには まず子どものアセスメントが必要となる。

こうした実態把握，目標設定，学習内容決定，そ

して指導法の工夫という指導の基本段階を確認で

きるのが本実習の特徴である。現職教員院生が，

この経験を原点として，それをいかにミドルリー

ダーとしての職能向上に活かせるかが課題

である。

特別支援教育推進コーディネータープログラムに

着任した教員のとらえた成果と課題

研究者教員（特別支援教育）

特別支援教育の対象となる生徒は通常の学級に

も在籍する。教育現場の教師は頭では通常の学

級における個に応じた支援の必要性について理解

していたとしても，その具体的・実際的な実施

方法に対する理解は不十分なところが多いだろう。

そうした中，現職教員の院生が附属中学校の特別

支援学級において知的障害のある生徒の指導にあ

たるという実習は，個に応じた支援の実際に学ぶ

という点において意義深いものがあると言える。

中学校は中等教育の前期にあたり，特別支援学級

では生徒の将来像を見据えた指導を行う必要があ

る。個別の教育支援計画を読み込み生徒を深く理

解するとともに，各院生の専門教科について特別

支援学校学習指導要領中学部における知的障害者

である生徒に対する教育を行う特別支援学校で記

されている，各段階の目標及び内容を念頭にしつ

つ，治療教育的アプローチ できないことをできる

ようにする の指導をとるべきか機能代替アプロ

ーチ できないことをカバーする の指導をとるか

を見極めながら授業づくりに取り

組むようにすることが課題である。

実務家教員 （特別支援教育・学校経営）

１）対象児童生徒を明らかにした実態把握

成果…対象生徒を附属学校で選定いただけること

で，焦点化して児童生徒に対応することができ，

短期間である程度の情報を集約することができる。

課題…実習生は現職教員ではあるが，全てが障害

のある児童生徒の指導経験のある院生ばかりでは

なく，当該生徒と基本的なコミュニケーンがとれ

るようになるまでに一定時間が必要である。

２）個別課題と指導の方向性を明確にする個別の

指導計画の作成

成果…実態把握した情報を指導計画で具体化する

ことは大切な経験である。特に，学力の３観点別

に目標，場面，手立て，評価と具体的に指導計画

を作成することに価値がある。

課題…個別の指導計画は，本来丁寧な児童生徒観

察及び診断結果等をもとに作成されるべきで 事

前実習による観察だけでは，情報が不十分で本来

の指導計画を作成するまでには至らない。
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３）個別の指導計画に基づく学習指導案の作成

成果…各院生希望（専門）教科での指導案作成を

させていただいた。特に，学校適応支援プログラ

ムの院生は特別支援学級の指導案作成は初めての

院生もいて，とてもよい経験になっている。少人

数学級だからこそ，生徒の実態に応じた目標・内

容・方法があることを明確に意識できた。

課題…とびこみ授業で指導計画を単元・題材レベ

ルで作成することは非常に難しいことである。し

かし，限られた実習期間の中で，様相観察から授

業実践まで進めることは非常に大変なことだった。

４）担当実習学級における授業研究

成果…単元を通して，指導教官である附属学校教

員から懇切丁寧な指導をうけ授業実践に至ってい

る。当然，担任が行うような適切な指導を行うこ

とは出来ないが，対象児童生徒を含む学級の目標

達成のために丁寧に準備を行い授業実践に結びつ

けたことは大変素晴らしい。

課題…個別の指導計画との関連をこれまで以上に

重視しなければならない。自分がしたい授業では

なく，子どもに必要な授業を構想することが大切

である。

５）当該学校種における特別支援学級担任の授業

観察（ 支援）

成果…特別支援教育の授業づくりを，日々の授業

から具体的に習得する良い機会であった。個別の

実態や課題に応じた場の構成や，教材の選定，教

具の準備，発問・板書な学ぶべき事は多かった。

課題…実習日誌に，学習や生活上の気づきを丁寧

に書かせる必要がある。また，そう指導すべきで

あった。院生に感じたこと考えたことを言語化・

文字化させることで，院生の学びが確かになると

考える。

６）対象児童生徒外の特別支援学級児童生徒との

生活体験をもとにした障害理解

成果…授業場面のみならず，朝の会・帰りの会，

給食，休み時間，清掃といった生活場面全体を通

して，附属学校教員の適切な児童生徒に対する働

きかけを学び 自らの指導を振り返ることが出来

た。

課題…コロナ禍で児童生徒との深いかかわりを持

つことが困難であった。

５ 考察

教職大学院の現職教員大学院生を対象にした特

別支援学級での実習である令和 年度「特別支援

教育実践実習」の附属福岡中学校の実習について

附属中学校で実習を担当し指導を行った附属教員

の工夫を記述し振り返りを行った。また 実習を経

験した振り返ったレポートの分析 実習を担当し

た大学院教員の本実習に対する成果と課題をまと

めた。小学校・中学校の特別支援学級で 専門性の

ある人材が求められている中 大学院修了後学校

をリードしていくミドルリーダーが 実際に知的

障害特別支援学級に在籍する生徒の実態をとら

え 個別の指導計画を実習校の指導教員と作成し

対象児を含む生徒の授業づくりまでを学ぶ本実習

は 特別支援教育を推進していく人材の育成の一

方途として報告する意味があると考えた。

以下 附属学校特別支援学級での実習の工夫と

意義 実習生の振り返りから考えられる成果と課

題 実習指導教員の振り返りを考察する。

（１）附属特別支援学級主任の振り返りから

附属学校での実習をけん引した主任の振りかえ

りからは 実習生にとって 特別支援教育をとらえ

なおす契機になり 通常の学級での特別支援教育

にも役立つことが指摘された。また 指導を行った

附属教員にとっても 実習を通じて 多様な経験を

もつ実習生と学び合う 相互に学び合うことがで

きる実習になったことが示された。

（２）実習生の実習後振り返りから

名の中学校在籍の現職教員の 実習の振り返

りからは 診断や特性理解 一般の書籍に紹介され

ている指導法を超えて 個別の教育的ニーズをと

らえるための実態把握の重要性と難しさが報告さ

れた。また その実態把握をもとに 個別の指導計

画を立案し 授業に反映させていくことの難しさ

をとらえていた。

全員が教職経験 年以上のベテラン教員であ

り 特別支援学級の担任経験の有無にかかわらず

質の高い特別支援教育のためには より細やかな

実態把握に基づく工夫を行う必要があること。形

成的評価も含め 実態把握を続け生徒理解を深め

ることで 授業の改善のヒントが得られ 対象児の

変化がみられることの喜びや 驚きも感じられた。

最後に現職教員として 今後学びを続けること

学校の同僚に還元しようとする意欲の高まりが示

された。

知的な遅れのある生徒のできることや苦手を詳

細にとらえ 意欲的に授業に向かうよう授業をデ

ザインすることは経験を積んだ特別支援学級の担

任であっても容易ではない。その難しさを実感し

た実習生は 特別支援教育を担当する教員に必要

な資質能力を想像することができ 学校における

人材育成についてもさらに幅広い視野を持つこと

336 納富　恵子・林　　誠之・西山　久子・小泉　令三・脇田　哲郎・中山　　健・牛島　　玲



３）個別の指導計画に基づく学習指導案の作成

成果…各院生希望（専門）教科での指導案作成を

させていただいた。特に，学校適応支援プログラ

ムの院生は特別支援学級の指導案作成は初めての

院生もいて，とてもよい経験になっている。少人

数学級だからこそ，生徒の実態に応じた目標・内

容・方法があることを明確に意識できた。

課題…とびこみ授業で指導計画を単元・題材レベ

ルで作成することは非常に難しいことである。し

かし，限られた実習期間の中で，様相観察から授

業実践まで進めることは非常に大変なことだった。

４）担当実習学級における授業研究

成果…単元を通して，指導教官である附属学校教

員から懇切丁寧な指導をうけ授業実践に至ってい

る。当然，担任が行うような適切な指導を行うこ

とは出来ないが，対象児童生徒を含む学級の目標

達成のために丁寧に準備を行い授業実践に結びつ

けたことは大変素晴らしい。

課題…個別の指導計画との関連をこれまで以上に

重視しなければならない。自分がしたい授業では

なく，子どもに必要な授業を構想することが大切

である。

５）当該学校種における特別支援学級担任の授業

観察（ 支援）

成果…特別支援教育の授業づくりを，日々の授業

から具体的に習得する良い機会であった。個別の

実態や課題に応じた場の構成や，教材の選定，教

具の準備，発問・板書な学ぶべき事は多かった。

課題…実習日誌に，学習や生活上の気づきを丁寧

に書かせる必要がある。また，そう指導すべきで

あった。院生に感じたこと考えたことを言語化・

文字化させることで，院生の学びが確かになると

考える。

６）対象児童生徒外の特別支援学級児童生徒との

生活体験をもとにした障害理解

成果…授業場面のみならず，朝の会・帰りの会，

給食，休み時間，清掃といった生活場面全体を通

して，附属学校教員の適切な児童生徒に対する働

きかけを学び 自らの指導を振り返ることが出来

た。

課題…コロナ禍で児童生徒との深いかかわりを持

つことが困難であった。

５ 考察

教職大学院の現職教員大学院生を対象にした特

別支援学級での実習である令和 年度「特別支援

教育実践実習」の附属福岡中学校の実習について

附属中学校で実習を担当し指導を行った附属教員

の工夫を記述し振り返りを行った。また 実習を経

験した振り返ったレポートの分析 実習を担当し

た大学院教員の本実習に対する成果と課題をまと

めた。小学校・中学校の特別支援学級で 専門性の

ある人材が求められている中 大学院修了後学校

をリードしていくミドルリーダーが 実際に知的

障害特別支援学級に在籍する生徒の実態をとら

え 個別の指導計画を実習校の指導教員と作成し

対象児を含む生徒の授業づくりまでを学ぶ本実習

は 特別支援教育を推進していく人材の育成の一

方途として報告する意味があると考えた。

以下 附属学校特別支援学級での実習の工夫と

意義 実習生の振り返りから考えられる成果と課

題 実習指導教員の振り返りを考察する。

（１）附属特別支援学級主任の振り返りから

附属学校での実習をけん引した主任の振りかえ

りからは 実習生にとって 特別支援教育をとらえ

なおす契機になり 通常の学級での特別支援教育

にも役立つことが指摘された。また 指導を行った

附属教員にとっても 実習を通じて 多様な経験を

もつ実習生と学び合う 相互に学び合うことがで

きる実習になったことが示された。

（２）実習生の実習後振り返りから

名の中学校在籍の現職教員の 実習の振り返

りからは 診断や特性理解 一般の書籍に紹介され

ている指導法を超えて 個別の教育的ニーズをと

らえるための実態把握の重要性と難しさが報告さ

れた。また その実態把握をもとに 個別の指導計

画を立案し 授業に反映させていくことの難しさ

をとらえていた。

全員が教職経験 年以上のベテラン教員であ

り 特別支援学級の担任経験の有無にかかわらず

質の高い特別支援教育のためには より細やかな

実態把握に基づく工夫を行う必要があること。形

成的評価も含め 実態把握を続け生徒理解を深め

ることで 授業の改善のヒントが得られ 対象児の

変化がみられることの喜びや 驚きも感じられた。

最後に現職教員として 今後学びを続けること

学校の同僚に還元しようとする意欲の高まりが示

された。

知的な遅れのある生徒のできることや苦手を詳

細にとらえ 意欲的に授業に向かうよう授業をデ

ザインすることは経験を積んだ特別支援学級の担

任であっても容易ではない。その難しさを実感し

た実習生は 特別支援教育を担当する教員に必要

な資質能力を想像することができ 学校における

人材育成についてもさらに幅広い視野を持つこと

ができるであろう。

（３） 大学院担当教員の振り返りから

これまで実習を継続してきた大学院教員は 学

校適応や授業改善に 本実習での実態把握 個別の

指導計画立案 授業実施と改善の過程を経験する

ことで 学校現場で汎用的に生かせることを成果

ととらえていた。実際に 修了生の追跡では 教育

委員会や教育事務所の指導主事として活躍する修

了生も多く 特別支援教育の推進を主な業務とし

ているものも出てきている。学びを継続し 学校や

地域に特別支援教育の分野も含め貢献できるよう

に 大学院でのフォローアップも必要になるだろ

う。

特別支援教育推進コーディネータープログラム

に新しく担当した教員からは 本実習が特別支援

学級での指導力・支援力だけでなく 通常の学級に

在籍する生徒の理解と支援につながることの価値

をとらえていた。また 一つの実習のなかで 個別

の実態把握 個別の指導計画 指導案の作成 授業

研究や授業観察の視点 生活体験をもとにした実

体験など 豊富な体験の中で学ぶことができたこ

との価値をとらえ そのうえで さらに焦点を絞っ

た指導の必要性が指摘された。

一つの実習に参加する つのプログラムの院生

に 共通する目標と差別化する目標を明確化する

かは 今後さらに検討していく必要がある。
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実

習
オ
リ

エ
ン
テ

ー
シ
ョ

ン
特

別
支
援

教
育
部

資
料
令

和
３
年

８
月
２

６
日
（

木
）

特
別

支
援
教
育

部

○
本
校

特
別
支

援
学
級

の
概
要

※
昭
和
４
８
年
開
設

※
全
国
附
属
学
校
で
特
支
学
級
が
あ
る
の
は

校
令
和

年

月
現
在

１
本

校
の
特
別

支
援
学

級
の
生

徒
数
（

令
和
３

年
度
）

男
子

女
子

合
計

１
年

３
１

４

２
年

２
３

５

３
年

４
１

５

合
計

９
５

１
４

〈
令
和
３
年
度

新
入
生
歓
迎
会
の
様
子
〉

２
特
別

支
援
教

育
目
標

生
徒
の
自
立
や
社
会
参
加
に
向
け
て
、
そ
の
一
人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
，
特
性
に
応
じ
て
も
て

る
力
を
高
め
，
生
活
や
学
習
上
の
困
難
を
改
善
又
は
克
服
す
る
た
め
に
，
適
切
な
教
育
や
指
導
を
通
し
て
必
要

な
支
援
を
行
う
。

３
基
本

方
針

学
校
生
活
全
般
に
お
い
て
，
生
徒
一
人
一
人
に
自
己
の
内
面
を
表
出
・
表
現
す
る
喜
び
を
味
わ
わ
せ
，
学
習
意
欲
や
主

体
性
を
育
て
る
。

学
校
生
活
全
般
に
お
い
て
，
優
し
さ
や
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
育
て
る
と
と
も
に
，
互
い
に
協
力
し
て
生
活
す
る
集
団

づ
く
り
に
努
め
る
。

日
常
生
活
指
導
を
通
し
て
，
生
徒
一
人
一
人
の
身
辺
処
理
能
力
を
高
め
，
基
本
的

生
活
習
慣
を
確
立
で
き
る
よ
う
に
す

る
と
と
も
に
，
意
思
決
定
能
力
と
人
間
関
係
形
成
能
力
の
向
上
を
図
る
。

学
習
指
導
を
通
し
て
，
個
に
応
じ
た
指
導
に
努
め
る
と
と
も
に
，
授
業
形
態
や
集
団
の
構
成
を
工
夫
し
，
生
活
に
必
要

な
知
識
・
技
能
や
集
団
参
加
に
必
要
な
態
度
を
身
に
付
け
る
よ
う
に
す
る
。

人
や
社
会
と
積
極
的
に
か
か
わ
り
合
う
教
育
を
通
し
て
，
生
徒
一
人
一
人
の
経
験
を
広
げ
る
と
と
も
に
，
社
会
性
を
養

い
，
好
ま
し
い
人
間
関
係
を
育
て
る
。

家
庭
と
の
連
携
を
緊
密
に
し
，
学
校
と
家
庭
で
の
指
導
の
一
体
化
を
図
る
。

４
具
体

的
努
力

点

生
活
指
導

－
基
本
的
生
活
習
慣
の
確
立
を
図
る
た
め
，
個
に
応
じ
た
方
法
で
繰
り
返
し
指
導
す
る
。

①
排
泄
，
身
体
の
清
潔
，
食
事
の
仕
方

②
衣
服
の
着
脱
，
後
始
末

③
清
掃
，
整
理
整
頓

④
挨
拶
，
言
葉
遣
い

⑤
 
 
時
間
を
守
っ
た
行
動

⑥
登
下
校
の
仕
方
，
自
主
通
学

学
習
指

導
－

生
活
に
必
要
な
知
識
や
技
能
，
及
び
集
団
参
加
に
必
要
な
態
度
を
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
，
学
習
内
容

を
個
に
応
じ
て
適
切
に
細
分
化
す
る
と
と
も
に
，
指
導
方
法
を
工
夫
改
善
す
る
。

①
 
 
個
に
応
じ
た
指
導
と
し
て
，
授
業
形
態
（
個
別
，
集
団
）
や
集
団
構
成
（
発
達
段
階
別
グ
ル
ー
プ
）
を
工
夫
す
る
。

・
国
語
・
数
学
・
・
・
・
・
発
達
段
階
別
グ
ル
ー
プ
に
わ
け
て
指
導
す
る
。

・
社
会
，
理
科
・
・
・
・
・
発
達
段
階
別
グ
ル
ー
プ
に
わ
け
て
指
導
す
る
。

・
英
語
，
美
術
，
保
健
体
育
，
音
楽
・
・
一
斉
授
業
で
，
３
～
５
名
の
教
諭
の
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
で
指
導
す
る
。

・
作
業
学

習
・
・

・
・

・
・
作
業

種
に
よ

り
，
そ

れ
ぞ
れ

教
諭
２

，
３
名

の
テ
ィ

ー
ム
テ

ィ
ー
チ

ン
グ
で

指
導
す

る
。

（
ク
ラ
フ
ト
，
園
芸
，
木
工
，
手
工
芸
）

・
生
活
単
元
学
習
・
・
・
・
全
教
諭
で
指
導
す
る
。

・
総
合
的
な
学
習
の
時
間
・
・
・
全
教
諭
で
指
導
す
る
。

②
 
 
国
語
や
数
学
の
指
導
を
充
実
さ
せ
，
生
活
に
必
要
な
言
語
や
数
量
の
基
礎
的
能
力
を
養
う
。

③
 
 
社
会
科
と
理
科
の
指
導
を
通
し
て
，
身
近
な
社
会
や
自
然
の
事
象
へ
の
関
心
を
高
め
，
社
会
生
活
に
必
要
な
知
識
・

技
能
・
態
度
な
ら
び
に
自
然
を
愛
す
る
豊
か
な
心
情
を
養
う
。

④
 
 
作
業
学
習
で
は
，
勤
労
・
生
産
の
喜
び
を
味
わ
い
，
職
業

生
活
や
家
庭
生
活
に
必
要
な
知
識
と
技
能
を
習
得
さ
せ
る

た
め
に
，
実
践
的
な
態
度
を
育
て
，
学
習
の
充
実
を
図
る
。

⑤
 
 
保
健
体
育
の
ほ
か
に
「
自
立
活
動
（
朝
の
運
動
）
」
に
お
い
て
，
体
力
の
向
上
と
健
康
の
保
持
増
進
に
努
め
る
。

⑥
 
 
生
活
単
元
学
習
の
充
実
を
図
り
，
進
ん
で
社
会
に
か
か
わ
り
合
う
力
，
表
現
力
，
将
来
の
生
活
を
見
通
し
た
支
援
の

工
夫
を
行
う
。

⑦
総
合
的

な
学
習

の
時
間

で
は
，

文
化
発

表
会
に

お
け
る

発
表
を

通
し
て

，
表
現

力
や
協

力
す
る

態
度
な

ど
を
育

成
す

る
。

交
流
教

育
－

特
別
支
援
学
級
の
中
で
学
習
し
た
基
礎
的
能
力
や
集
団
参
加
に
必
要
な
態
度
を
さ
ら
に
広
げ
深
め
る
た

め
に
，
ま

た
，
経

験
を
広

げ
好
ま

し
い
人

間
関
係

を
育
て

る
た
め

に
，
通

常
学
級

の
生
徒

や
教
師

，
さ
ら

に
他
校

の
生
徒

や
地

域
の
人
々
と
活
動
を
共
に
す
る
機
会
を
設
け
る
。

①
学
校
行
事
（
歓
迎
遠
足
，
自
然
教
室
，
体
育
会
，
文
化
発
表
会
，
見
学
旅
行
，
遠
行
会

等
）

②
 
 
昼
食
交
流

③
 
 
ブ
ロ
ッ
ク
清
掃

④
 
 
市
内
特
別
支
援
学
級
行
事
へ
の
参
加
（
合
同
キ
ャ
ン
プ
，
フ
ァ
イ
ン
ピ
ッ
ク
，
フ
ァ
イ
ン
ア
ー
ト
展
）

⑤
 
 
附
属
小
と
の
交
流
（
附
小
特
別
支
援
学
級
行
事
へ
の
参
加
，
４
組
行
事
へ
の
招
待
，
合
同
避
難
訓
練
）

⑥
 
 
地
域
と

の
交
流
（
唐
人
町
商
店
街
バ
ザ
ー
，
中
央
特
別
支
援
学
校
バ
ザ
ー
，
地
域
清
掃
活
動
等
）

⑦
 
 
教
育
実
習
生
，
教
職
大
学
院
生
と
の
交
流
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家
庭
と
の

連
携

①
毎
日
の
連
絡
帳

②
北
校
舎
だ
よ
り
・
・
・
南
校
舎
学
年
通
信

大
樹

年
，
荒
陵

年
，
荒
津

年

③
授
業
参
観
（
授
業
公
開
）

④
保
護
者
会
，
家
庭
訪
問
，
個
人
面
談
（
４
月
保
護
者
会
，
５
月
家
庭
訪
問
，
７
・
１
２
月
個
人
面
談
）

進
路
指
導

－
自
己
決
定
を
大
切
に
し
た
進
路
指
導
を
進
め
る
。

①
個
人
懇
談
を
通
し
て
，
保
護
者
の
進
路
に
つ
い
て
の
願
い
を
知
り
，
指
導
に
生
か
す
。

②
生
徒
の
適
性
を
知
る
た
め
に
，
諸

検
査
（
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
－
Ⅳ
，
Ｄ
Ｎ
－
Ｃ
Ａ
Ｓ
な
ど
）
を
参
考
に
す
る
。

③
毎
月

行
わ
れ

る
福
岡

市
中
学

校
特
別

支
援
学

級
教
育

研
究
会

中
特
研

で
の

情
報
を

保
護
者

に
伝
え

，
指
導

に
生
か

す
。

「
福
岡
市
特
別
支
援
学
級
保
護
者
の
会
」
と
の
連
携
を
図
り
，
情
報
を
把
握
す
る
。

④
進
路
先
の
見
学
や
卒
業
生
の
動
向
調
査
な
ど
を
行
う
。

⑤
進
路
に
つ
い
て
の
学
習
会
（
特
別
支
援
学
校
高
等
部
，
施
設
な
ど
の
見
学
）
を
行
う
。

＜
進
路
関
係
（
特
別
支
援
学
校
）
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
＞

高
等
学
園
・
特
別
支
援
学
校
高
等
部

選
考
日
（
予
定
）

福
岡
県
立
特
別
支
援
学
校
「
福
岡
高
等
学
園
」

福
岡
県
立
特
別
支
援
学
校
「
北
九
州
高
等
学
園
」

職
専
コ
ー
ス

一
次
選
考

１
１
月
下
旬

福
岡
県
立
特
別
支
援
学
校
「
福
岡
高
等
学
園
」

福
岡
県
立
特
別
支
援
学
校
「
北
九
州
高
等
学
園
」

職
専
コ
ー
ス

二
次
選
考

１
月
上
旬

福
岡
市
立
特
別
支
援
学
校
「
博
多
高
等
学
園
」

１
月
上
旬

福
岡
県
立
特
別
支
援
学
校

福
岡
市
立
特
別
支
援
学
校

福
岡
県
立
特
別
支
援
学
校
「
北
九
州
高
等
学
園
」

職
業
･
生
活

２
月
中
旬
，
下
旬

フ
ァ
イ
ン
部

（
組
部
活
動

）

フ
ァ
イ
ン
ピ
ッ
ク
（
福
岡
市
中
学
校
特
別
支
援
学
級

総
合
体
育
大
会
）
や
フ
ァ
イ
ン
ア
ー
ト
展
（
福
岡
市
中
学
校
合
同

作
品
展
）
等
に
向
け
て
，
年
間
を
通
じ
て
月
に

～
回
程
度
，
放
課
後

：
～

：
に
卓
球
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
・
持
久
走
・

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
練
習

ま
た
は
，
美
術
作
品
制
作
を
行
う
。

資
料
②

附
属
福
岡
中
学
校
特
別
支
援
学
級
の
教
職
大
学
院
実
習
打
合
せ

令
和
３
年
８
月
２
６

日
（
木
）

特
別
支
援
教
育
部

○
本
日
の
流
れ

・
特
別
支
援
学
級
に
つ
い
て

・
実
習
日
程
（
計
画
）
に
つ
い
て

・
生
徒
の
実
態
に
つ
い
て

（
生
徒
実
態
表
よ
り
）

・
そ
の
他
（
実
習
中
に
使
用
す
る
準
備
物
な
ど
の
確
認
）

１
特
別
支
援
学
級

に
つ
い
て

①
本
校
は
，
義
務
教
育
課
程
の
も
と
，
中
等
普
通
教
育
を
行
い
，
福
岡
教
育
大
学
の
学
生
が
教
育
実
習
を
行
う
学
校
で
す
。

ま
た
，
福

岡
教
育

大
学
と

連
携
し

な
が
ら

教
育
研

究
を
行

う
学
校

で
す
。

し
た
が

っ
て
，

特
別
な

教
育
計

画
を
決

め
て

教

育
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
各
学
年
の
１
～
３
組
が
通
常
学
級
，
各
学
年
の
４
組
が
特
別
支
援
学
級
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
よ
り

よ
く
学

習
で
き

る
よ
う

，
学
習

内
容
や

授
業
形

態
を
工

夫
し
，

教
科
別

の
学
習

に
お
い

て
は
，

生
活
に

つ
な
が

る

学
習
内
容
に
な
る

よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

・
国
語
や

数
学
は

３
グ
ル

ー
プ
，

社
会
や

理
科
は

２
グ
ル

ー
プ
，

自
立
活

動
は
４

グ
ル
ー

プ
，

そ
の
他
は

全
体
で

授
業

を

行
っ
て
い

ま
す

。
全
体
で

行
う
授

業
に
つ

い
て
は

，
複
数

の
教
員

で
行
い

，
ま
た

，
そ
の

他
の
教

科
に
お

い
て
も

，
内

容

や
実
態
に

応
じ
て

，
グ
ル

ー
プ
編

制
を
し

て
授
業

を
行
う

こ
と
が

あ
り
ま

す
。
ま

た
，
外

国
語

英
語

に
つ

い
て

は
外

国

語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
と
本
校
の
教
員
で
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

。
授
業
１
単
位
時
間
は
５
０
分
で
す
。

※
実
習
で
は
，
授
業
実
践
グ
ル
ー
プ
を
設
定
し

，
授
業
設
計
，
教
材

教
具
開
発
，
授
業
方
法
の
工
夫
，
評
価
方
法

指
導
案
作
成
，
授
業
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

２
実
習
日
程

※
参
観
・
及
び
Ｔ
２
と
し
て
参
加
，

Ｔ
１
と
し
て
実
践
を
行
う
，

教
材
研
究
・
ま
と
め

日
曜

１
２

３
４

５
６

行
事

等
実

習
内

容

６
月

自
立
活

動

（
運
動
）
※
生
徒
と
対

面

音
楽

国
語

家
庭

科

【
示
範

授

業
】

総
合

教
職

大
学

院
実

習
開

始

係
会

本
校
の
概
要
等
確
認

授
業
参
観

個
別
の
指
導
計
画
作
成

７
火

自
立
活

動

運
動

家
庭

科
家

庭
科

グ
ル

ー
プ

学
習

数
学

英
語

フ
ァ
イ
ン
部

～

授
業
参
観

実
践
授
業
①

個
別
の
指
導
計
画
作
成

８
水

道
徳

作
業

園
芸

作
業

園
芸

グ
ル

ー
プ

学
習

体
育

自
立
活
動

学
級

授
業
参
観

実
践
授
業
②

個
別
の
指
導
計
画
作
成
終
了

９
木

自
立
活

動

運
動

作
業

手
工

芸

作
業

手
工

芸

グ
ル

ー
プ

学
習

理
科

研
究
集
会

授
業
参
観

実
践
授
業
③

実
践
の
ま
と
め

金
自

立
活

動

運
動

数
学

総
合

社
会

国
語

学
活

実
践
の
ま
と
め

月
保健

体育
査定

授業

〇
〇
先

生
国

語
家庭

科
査定

授業

〇
〇
先

生

外国
語科

査定
授業

〇
〇
先

生

理科
査定

授業

〇
〇

先
生

体
育

会

全
体
練

習

体
験
実
習

大
学

年
開
始

実
習

終
了

→
反

省
会

査
定
授
業

実
践
の
ま
と
め

※
「
運
動
」
の
時
間
は
，「

自
立
活
動
」
の
時
間
と
し
て
行
っ
て
お
り
，「

身
体
の
動
き
」「

健
康
の
保
持
」，
「
人
間
関
係
の
形
成
」

等
の
区
分
を
主
に
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

○
教
職
大
学
院
生
名
簿

氏
名

教
科

所
属
ク
ラ
ス

検
証
対
象
生
徒

性
別

担
当

〇
〇

〇
〇
先
生

理
科

１
年
４
組

〇
〇

〇
〇

女
〇
〇

〇
〇

〇
〇
先
生

家
庭
科

２
年
４
組

〇
〇

〇
〇

女
〇
〇

〇
〇

〇
〇
先
生

外
国
語

３
年
４
組

〇
〇

〇
〇

男
〇
〇
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〇
〇

〇
〇
先
生

保
健
体
育

３
年
４
組

〇
〇

〇
〇

男
〇
〇

３
生
徒
に
つ
い
て

担
任

生
徒

教
職
大
学
院
生

１
年
４
組

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇
，
〇
〇

〇
〇
，
〇
〇

〇
〇

〇
〇

先
生

２
年
４
組

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇
，
〇
〇

〇
〇
，
〇
〇

〇
〇

〇
〇
先
生

３
年
４
組

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇
，
〇
〇

〇
〇
，
〇
〇

〇
〇

〇
〇
先
生

グ
ル
ー
プ
学
習

生
徒

教
職
大
学
院
生

理
科

〇
〇

〇
〇

，
〇

〇
〇

〇
，

〇
〇

〇
〇

〇
〇

先
生

家
庭
科

〇
〇

〇
〇

，
〇

〇
〇

〇
，

〇
〇

〇
〇

〇
〇

先
生

外
国
語

〇
〇

〇
〇

，
〇

〇
〇

〇
，

〇
〇

〇
〇

〇
〇

先
生

保
健
体
育

〇
〇

〇
〇

，
〇

〇
〇

〇
，

〇
〇

〇
〇

〇
〇

先
生

４
時
制
と
１
日
の
流
れ

時
制

職
員

の
動

き

出
勤

朝
の

会
～

朝
の

会

１
校

時
～

授
業

他
２

校
時

～

３
校

時
～

４
校

時
～

昼
食

～
昼

食
指

導

昼
休

み
の

指
導

等
定

時
放

送
～

昼
休

み
～

５
校

時
～

授
業

他
６

校
時

～

清
掃

～
清

掃
指

導

帰
り

の
会

～
帰

り
の

会

会
議

等
～

５
そ
の
他

【
持
参
物
】

・
上
靴

・
運
動
靴

・
ジ
ャ
ー
ジ
等
の
着
替
え

・
弁
当
＆
水
筒

・
印
鑑

・
日
誌
等

・
感
染
症
対
策
と
し
て
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

資
料
③
教
職
大
学
院
実
習
事
前
打
ち
合
わ
せ
資
料

個
別
の
指
導
計
画
の
作
成
に
つ
い
て

令
和
３
年
８
月
２
６
日

附
属
福
岡
中
学
校
特
別
支
援
教
育
部

「
個
別
の
指
導
計
画
」

・
「

個
別
の

教
育

支
援
計

画
」
は

学
校
教

育
以
外

の
関
係

者
み
ん

な
で
作

成
す
る

支
援
の

計
画
で

す
が

，「
個
別

の
指
導

計
画
」

は
，
学
校

，
学
級

の
関
係

者
が
作

成
す
る

生
徒
一

人
一
人

の
子
ど

も
の
た

め
の
指

導
計
画

。
つ
ま

り
，
一

人
一
人

の
生
徒

に
向

け
た
実
践

向
上
の

た
め
の

プ
ラ
ン

と
な
り

ま
す
。

よ
り
生

徒
の
障

が
い
の

状
態
が

多
様
化

し
て
い

る
実
態

に
即
し

た
指
導

を
一

層
推
進
す
る
た
め
に
作
成
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

・
形
式
は
，
学
校
に
よ
り
多
様
で
あ
り
，
本
校
形
式
も
そ
の
一
形
式
で
す
。
但
し
，
年
間
，
学
期
，
月
事
に
個
別
に
目
標
を
立
て

て
作
成
し

評
価
す

る
形
式

と
は
別

に
，
授

業
や
単

元
ご
と

に
「
ね

が
い
」

や
「
手

だ
て
」

を
よ
り

具
体
的

に
明
記

し
小
さ

な
目

標
達
成
を

積
み
重

ね
て
見

取
っ
て

い
く
形

式
も
あ

り
ま
す

。
本
研

修
に
お

い
て
は

後
者
の

，
短
い

ス
パ
ン

で
の
指

導
計
画

の
作

成
を
授
業
計
画
に
先
立
っ
て
行
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

・
実
態
に

つ
い
て

は
，
授

業
指
導

案
に
乗

せ
る
実

態
と
重

な
る
所

も
あ
る

と
思
い

ま
す
が

よ
り
具

体
的
に

明
記
す

る
こ
と

が
活

用
で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。

【
参
考
資
料
】
形
式
は
参
考
ま
で
（
項
目
等
も
例
で
す

。
工
夫
し
て
も
ら
っ
て
か
ま
い
ま
せ
ん
）

個
別
の
指
導
計
画

年
組

番
氏
名

○
○

○
○

教
科
等

実
施
期
間

実
態

願
い

（
期
待
す
る
生
徒
の
姿
）

手
だ
て

基
準
・
評
価

【
◯
◯
科
】

・
関
係
す
る
授
業
や
単
元
で

の
具
体
的
な
様
子
。
願
い
の

根
拠
と
な
る
こ
と
を
書
く
。

※
で
き
る
こ
と
だ
け
で
も
よ

い
。

・
そ
の
授
業
や
単
元
で
生

徒
に
か
け
た
い
具
体
的
な

期
待
。
手
だ
て
で
達
成
し

た
い
こ
と
を
書
く
。

・
願
い
を
実
現
す
る
た
め
の

具
体
的
な
手
だ
て
。
生
徒
へ

の
願
い
を
実
現
す
る
方
策
を

書
く
。

・
学
習
の
様
子
等
を
見
て

願
い
が
実
現
し
た
か
ど
う

か
見
極
め
た
り
，
今
後
の

手
だ
て
を
検
討
し
た
り
す

る
項
目
を
書
く
。

【
◯
◯
科
】

・
○

○
が

好
き

で
○

○
を

楽
し

ん
で
取
り
組
む
。

・
○

○
を

自
分

で
決

め
て

○

○
し
て
ほ
し
い
。

・
○

○
も

好
き

に
な

っ
て

欲

し
い
。

・
○

○
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に
○
○
を
設
定
す
る
。

・
○

○
の

よ
さ

を
感

じ
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
○

○
で

き
た

と
き
に
称
賛
す
る
。

基
準 ○

○
ま

で
に

○
○

で
き

た
か
。

評
価

【
◯
◯
科
】

・
○

○
す

る
こ

と
が

で
き

る
が

○
○
は
難
し
い
。

・
○

○
を

使
っ

て
，

○
○

を

作
れ

る
よ

う
に

な
っ

て
欲

し

い
。

・
○

○
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に
○
○
を
設
定
す
る
。

【
～
に
関
す
る
こ
と
】

・
○

○
に

対
し

て
は

十
分

関
わ

れ
る

が
自

分
か

ら
○

○
と

相
手

に
対

し
て

伝
え

る
こ

と
が

む
ず

か
し
い
。

【
～
に
関
す
る
こ
と
】

「
教
科

等
の
学

習
内
容

に
関
す

る
こ
と

」
，
「
人

と
の
関

わ
り
に

関
す
る

こ
と
」
「

技
能
面

に
関

す
る
こ

と
」
等

項
目
や

表
の
枠

数
等
は
自
由
に
設
定
し
て
下
さ
い
。
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